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序
―
―
渋
沢
栄
一
、
国
際
主
義
者
に
し
て
愛
国
者 

三
浦
信
孝

本
書
は
二
〇
二
四
年
三
月
七
日
と
八
日
の
二
日
間
、
東
京
恵
比
寿
の
日
仏
会
館
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
た
日
仏
会
館
創
立
百
周
年
記
念

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
渋
沢
栄
一
と
フ
ラ
ン
ス
」
で
の
報
告
を
も
と
に
し
た
記
録
論
文
集
で
あ
る
。
渋
沢
栄
一
の
最
初
の
渡
欧
が
一
八
六

七
年
の
パ
リ
万
国
博
覧
会
の
折
で
あ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
五
百
社
近
い
民
間
企
業
を
起
こ
し
、
約
六
百
の
教
育
や
医

療
・
福
祉
の
社
会
公
共
事
業
に
関
わ
っ
た
晩
年
の
渋
沢
が
、
日
仏
会
館
の
創
立
者
で
も
あ
る
こ
と
を
知
る
人
は
少
な
い
。

本
書
の
元
に
な
っ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
初
日
が
三
月
七
日
に
設
定
さ
れ
た
の
は
、
今
か
ら
百
年
前
の
一
九
二
四
年
三
月
七
日
に
日
仏

会
館
が
財
団
法
人
と
し
て
の
設
立
が
認
可
さ
れ
た
記
念
日
に
あ
た
る
か
ら
で
、
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
二
年
以
上
前
か
ら
、
日
仏
会
館

創
立
百
周
年
記
念
行
事
の
一
つ
と
し
て
企
画
さ
れ
準
備
さ
れ
た
。

し
か
し
日
仏
会
館
と
い
う
組
織
を
ご
理
解
い
た
だ
く
上
で
重
要
な
こ
と
は
、
日
仏
会
館
は
日
本
の
公
益
財
団
法
人
で
、
設
立
当
初

か
ら
一
九
九
五
年
に
御
茶
ノ
水
か
ら
恵
比
寿
に
移
転
す
る
ま
で
は
、
長
期
・
短
期
で
来
日
す
る
フ
ラ
ン
ス
の
学
者
・
研
究
者
に
宿
舎

を
提
供
し
、
日
仏
共
同
で
文
化
交
流
事
業
を
推
進
し
て
き
た
こ
と
で
あ
り
、
二
〇
二
三
年
か
ら
二
四
年
に
か
け
て
行
わ
れ
た
数
あ
る

百
周
年
記
念
行
事
の
な
か
で
、
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
「
公
益
財
団
法
人
日
仏
会
館
」
と
会
館
内
に
拠
点
を
置
く
「
フ
ラ
ン
ス
国
立
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日
本
研
究
所
」
と
の
共
催
で
行
わ
れ
た
唯
一
の
記
念
行
事
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

日
仏
会
館
（M

aison franco-japonaise

）
は
一
九
二
四
年
に
「
日
本
資
本
主
義
の
父
」
渋
沢
栄
一
（
一
八
四
〇
―
一
九
三
一
）
と
「
詩
人

大
使
」
ポ
ー
ル
・
ク
ロ
ー
デ
ル
（
一
八
六
八
―
一
九
五
五
）
の
協
力
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
設
立
目
的
は
、

同
年
一
月
に
十
八
人
の
設
立
委
員
が
名
前
を
連
ね
た
「
日
仏
会
館
設
立
趣
意
書）

1
（

」
に
あ
る
よ
う
に
、
フ
ラ
ン
ス
か
ら
一
流
の
学
者
を

招
い
て
先
進
的
学
術
文
化
を
日
本
に
紹
介
し
、
合
わ
せ
て
フ
ラ
ン
ス
の
若
手
日
本
研
究
者
を
受
け
入
れ
て
育
成
し
、
学
術
文
化
の
人

的
交
流
を
は
か
り
、
ひ
い
て
は
フ
ラ
ン
ス
語
を
通
し
て
日
本
文
化
の
対
外
発
信
に
寄
与
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
設
立
当
初
か
ら
相
互

的
な
日
仏
協
力
が
う
た
わ
れ« réciprocité »

が
合
言
葉
だ
っ
た
が
、
そ
れ
が
実
現
さ
れ
る
に
は
か
な
り
の
時
間
を
要
し
た
。
こ
の

こ
と
は
、
一
九
六
六
年
に
創
設
さ
れ
た
「
ク
ロ
ー
デ
ル
賞
」
が
フ
ラ
ン
ス
語
の
文
学
や
人
文
書
の
翻
訳
に
与
え
ら
れ
る
翻
訳
賞
だ
っ

た
の
に
対
し
、
会
館
創
立
六
十
周
年
に
あ
た
る
一
九
八
四
年
に
創
設
さ
れ
た
「
渋
沢
・
ク
ロ
ー
デ
ル
賞
」
が
、
日
仏
そ
れ
ぞ
れ
相
手

国
の
文
化
の
優
れ
た
研
究
成
果
に
贈
ら
れ
る
学
術
賞
に
衣
替
え
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
こ
と
に
も
表
れ
て
い
る）

2
（

。

そ
れ
で
は
、
な
ぜ
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
「
渋
沢
栄
一
と
フ
ラ
ン
ス
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
か
と
言
え
ば
、
ポ
ー
ル
・
ク
ロ
ー
デ

ル
と
日
仏
会
館
に
関
し
て
は
、
一
九
六
八
年
に
日
仏
会
館
の
雑
誌
『
日
仏
文
化
』
二
三
号
が
ク
ロ
ー
デ
ル
生
誕
百
年
記
念
号
に
あ
て

ら
れ
、
二
〇
〇
五
年
に
は
没
後
五
十
年
、
二
〇
一
八
年
に
は
生
誕
百
五
十
年
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
か
れ
立
派
な
論
文
集
が
出

て
い
る）

3
（

の
に
対
し
、
渋
沢
栄
一
と
日
仏
会
館
の
関
係
に
は
十
分
光
が
あ
て
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
と
い
う
暗
黙
の
反
省
が
あ
っ
た
か
ら

だ
と
思
わ
れ
る
。

も
ち
ろ
ん
会
館
創
立
八
十
周
年
記
念
出
版
『
近
代
日
本
と
仏
蘭
西
―
―
10
人
の
フ
ラ
ン
ス
体
験
』（
大
修
館
書
店
、
二
〇
〇
四
年
）
に

は
、
巻
頭
に
フ
ラ
ン
ス
文
学
者
・
鹿
島
茂
の
充
実
し
た
講
演
「
渋
沢
栄
一 

日
本
版
サ
ン
゠
シ
モ
ン
主
義
者
」
を
掲
載
し
て
い
る
し
、

二
〇
一
一
年
に
は
同
氏
の
二
巻
本
の
評
伝
『
渋
沢
栄
一
』（
文
藝
春
秋
）
が
完
成
し
た
機
会
に
再
び
「
渋
沢
栄
一
と
サ
ン
゠
シ
モ
ン
主

義
」
に
つ
い
て
講
演
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。『
民
間
外
交
の
パ
イ
オ
ニ
ア 
渋
沢
栄
一
の
国
民
外
交
』（
藤
原
書
店
、
二
〇
一
三
年
）
の
著

者
・
片
桐
康
夫
氏
に
は
刊
行
の
翌
年
に
「
渋
沢
栄
一
の
対
外
態
度
―
―
フ
ラ
ン
ス
と
の
か
か
わ
り
を
中
心
に
」
と
題
し
て
講
演
し
て
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い
た
だ
い
た
。
他
方
、
二
〇
一
〇
年
に
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
渋
沢
栄
一
と
ア
ル
ベ
ー
ル
・
カ
ー
ン
―
―
日
仏
実
業
家
の
交
流
と
社
会

貢
献
」
が
、
二
〇
一
七
年
に
は
渋
沢
の
渡
仏
百
五
十
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
一
八
六
七
年
パ
リ
万
国
博
覧
会
と
幕
末
日
本
」
が
日

仏
会
館
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
報
告
書
が
出
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
北
区
飛
鳥
山
に
あ
る
渋
沢
史
料
館
で

企
画
展
を
開
い
た
渋
沢
栄
一
記
念
財
団
の
主
催
で
行
わ
れ
た
も
の
で
、
日
仏
会
館
は
会
場
を
お
貸
し
し
て
協
力
し
た
に
す
ぎ
な
い
。

そ
こ
で
会
館
創
立
百
周
年
に
あ
た
る
二
〇
二
四
年
に
は
、
福
沢
諭
吉
に
代
わ
っ
て
渋
沢
栄
一
が
新
一
万
円
札
の
顔
に
な
る
こ
と
が
予

告
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
機
会
を
と
ら
え
会
館
の
創
立
理
事
長
で
あ
る
「
渋
沢
栄
一
と
フ
ラ
ン
ス
」
に
焦
点
を
あ
て
た
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
日
仏
会
館
の
主
催
で
企
画
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。

一
　
日
仏
会
館
の
創
立
理
事
長
・
渋
沢
栄
一

事
実
、
日
仏
会
館
は
一
九
〇
九
年
に
設
立
さ
れ
た
日
仏
友
好
団
体
「
日
仏
協
会
（Société franco-japonaise

）」
を
母
体
と
し
て
、
一

九
二
三
年
九
月
一
日
の
関
東
大
震
災
の
災
禍
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
半
年
後
の
一
九
二
四
年
三
月
七
日
に
当
時
の
文
部
大
臣
か
ら

「
渋
沢
栄
一
子
爵
ほ
か
二
名
」
に
「
財
団
法
人
日
仏
会
館
の
設
立
が
民
法
第
三
四
条
に
よ
り
許
可
」
さ
れ
て
い
る
。
ほ
か
二
名
と
い

う
の
は
、
い
ず
れ
も
明
治
初
年
に
フ
ラ
ン
ス
に
留
学
し
た
工
学
博
士
の
古
市
公こ

い威
男
爵
と
法
学
博
士
の
富
井
政ま
さ
あ
き
ら
章
（
二
六
年
に
男
爵
）

で
、
二
人
と
も
後
の
東
京
帝
大
の
学
長
な
い
し
学
部
長
経
験
者
だ
が
、
当
時
は
枢
密
顧
問
官
だ
っ
た）

4
（

。
男
爵
や
子
爵
と
い
っ
た
爵
位

は
、
華
族
制
が
廃
止
さ
れ
て
久
し
い
現
代
に
生
き
る
我
々
に
は
煩
わ
し
く
感
じ
ら
れ
る
が
、
百
年
前
の
歴
史
的
文
脈
に
お
い
て
日
仏

会
館
の
誕
生
を
位
置
づ
け
る
上
で
あ
え
て
記
載
す
る
。
世
襲
制
の
爵
位
は
三
井
・
三
菱
（
岩
崎
家
）
で
も
実
業
家
は
男
爵
ど
ま
り
と

決
ま
っ
て
い
た
が
、
渋
沢
だ
け
は
例
外
で
一
九
二
〇
年
に
子
爵
に
昇
格
（
陞
し
よ
う
し
や
く
爵
）
し
た）

5
（

。

古
市
公
威
（
一
八
五
四
―
一
九
三
四
）
は
姫
路
藩
の
貢
進
生
と
し
て
大
学
南
校
で
フ
ラ
ン
ス
語
を
学
び
、
明
治
八
年
に
文
部
省
の
最

初
の
留
学
生
と
し
て
渡
仏
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
期
に
で
き
た
エ
ン
ジ
ニ
ア
養
成
の
名
門
校
エ
コ
ー
ル
・
サ
ン
ト
ラ
ル
と
パ
リ
大
学
理
学


